
 
 

スペシャルティクラブ・プログラムは、共通の関心や情熱
を持つ会員により構成されたクラブを結成するためのも
ので、お互いがより深いつながりを持つことができます。
共通項としては、たとえば、趣味、職業、文化、共通の
奉仕分野、あるいは人生経験などが考えられます。 
スペシャルティクラブの結成によって、世界各地で集った
人々が、その情熱をやり甲斐のある奉仕事業という形
にして、地域社会に直接利益をもたらすことができま
す。  
スペシャルティ・ライオンズクラブへの入会は、すべての
世代にとって、共通の関心事を持つ人々と出会い、地
域に奉仕しながらリーダーシップのスキルを身につける
ことができる素晴らしい方法です。 

スペシャルティクラブ・プログラム 
      〜奉仕への特別な呼びかけに応えよう〜 



どんなクラブ? 

「スペシャルティ」の一例 
・特定の分野で奉仕を行う 

 

・同じ趣味を持つ会員の集まり 

 

・職業が同じ会員の集まり 

 

・年齢が同じ会員の集まり 

           など 



どう作る? 

通常のクラブ、 

または支部結成時に、 

「スペシャルティ」と 

報告するだけ! 



スペシャルティクラブ/スペシャルティ支部のメリット 
 目的が近い人が集まりやすい 

 現代の地域ニーズに合致 

 会員が共通のテーマ、意識をもって奉仕に参加 

 特化することで同様の目的を持つ他クラブや世界と繋がる 

 国際協会も「Specialty Club Program（SCP）」を策定し推奨 

  

FWTが進めてきた支部作りにマッチ! 



3年計画でクラブ支部制度を活用 

 



クラブ支部とは 
支部会員は親クラブの一員となりますが、独立した例会を開き、独自の奉仕事業や活動に取り組みます。 

5人の会員が集まれば、地区ガバナーの承認を得て、クラブ支部が結成でき、クラブの奉仕を広げる機会を作り出せます。 

＊クラブ支部会長は親クラブの 

          理事会メンバーになります。 

 

＊クラブ支部の会員が親クラブの 

    例会に出席すると定足数に加算されます。 



クラブ支部のメリット 
 5人から結成でき、少人数のグループでもライオンズ活動ができる。 

 独立した例会を開き、独自の奉仕ができる。 

 親クラブと異なる会費設定が可能。 

 奉仕の新たな地域ニーズの発見。 

 少人数による機動力の発揮。 

 質の良い奉仕で賛同者を得る。 

 親クラブを継承できる。 

 ２０人でクラブをエクステンションできる。 

  

健全なクラブ
運営のため 

30名の会員を
確保! 



～FWTは「奉仕」と「会員増強」の両輪～ 

【魅力ある奉仕の提案】 

 ・糖尿病予防を意識したレシピ作り 

 ・子供食堂、フードバンク 

 ・ヘアドネーション 

 ・レモネードスタンド 

 ・タンスに眠る外貨の活用 

                －他 

【女性を中心とした会員増強】 

 ♦クラブ活性化計画 

 ・女性を中心としたクラブ支部作り 

   →リジョンまたはゾーンで一つ/年 

   →家族会員増強 

 ・クラブ支部⇒クラブエクステンション 

           －他 



支部を介して永続的なクラブ作りの循環イメージ 

１．家族（たまご）が家族会員として入会。 
 
２．たまごがひよこになるように、 
  親鳥（親クラブ）がしっかり育てる 
  （支部会員になる） 
 
３．親クラブから支部活動を学びながら 
  成長した会員が親鳥として親クラブの 
  運営に携わる。 
 
このサイクルを繰り返す 
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重点項目 



ビジョンを構築し、ニーズを調査し、目標を設定する 
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クラブ内
で会員を
増強する 

新会員を加え
てクラブを若
返らせる 

新たな奉仕の
機会によって
クラブの活性
化を図る 

指導力育成と
クラブ運営を
向上させる 

クラブの成果
を地域の人々
に伝える 

1 

2 3 

4 



重点項目1 

新会員を加えてクラブを若返らせる 

検討すべきこと 
 

1. 会員増強につながるどのような機会が存在するか？  
 

2. もっとうまく会員を勧誘するには何が必要か？ 
 

3. 私たちのクラブに人々が入会しないのはなぜか？  
 

4. 私たちのクラブに人々が入会するのはなぜか？  
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重点項目2 

新たな奉仕の機会によってクラブの活性化を図る 

検討すべきこと 

 

1. クラブの奉仕事業は現在の地域社会のニーズに適っているか？ 
 

 

2. 会員は熱意を持って積極的に奉仕事業に取り組んでいるか？  
 

 

3. 奉仕の新たなアイディアについて、クラブのリーダーは会員の意見を受

け入れているか？  
 

 

4. 私たちの奉仕事業は新会員を呼び込んでいるか？ 
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重点項目3 

指導力育成とクラブ運営を向上させる 

検討すべきこと 

 

 

1. クラブ役員は各自の役職に関する研修に参加しているか？  

 

2. 会員は役職に就くよう奨励されているか？  

 

3. 会員はクラブの行事に毎回出席し、参加しているか？  

 

4. クラブ例会の形式を見直す必要があるか？ 
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重点項目4 

クラブの成果を地域の人々に伝える 

検討すべきこと 

 

1. クラブはソーシャルメディア（フェイスブック、インスタグラム、ツイッター）

を活用しているか？ 

 

2. クラブではEクラブハウスやウェブサイトを設けているか？  

 

3. 一般の人々にどうやって行事の情報を伝えているか？  

 

4. 入会を呼びかける歓迎のメッセージを含めているか？  



リソース 
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リソース 
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リソース 
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クラブの状態 

  報告履歴 

役員の交代 

  奉仕報告 

会員の増減 
  LCIFへの寄付 



リソース 
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<なぜに今SPC・FWTによる会員増強なのか？> 
 

 ♦多様化・複雑化する現代社会で  「奉仕」の実現を目指すには？    
 
 

    より多くの知恵や経験を集結させる必要がある！ 
 
 

      家族会員・女性会員・支部会員・ＳＰＣ 
 
☆Ａｎｓ・・多様性の確保と次世代への継承の促進のため  



<SPC・FWT活動の意義とは> 
  
 ♦変化の激しいこれからを前提とした場合 

   「奉仕」＝●    「インパクトの高い奉仕」＝∞ 
 
※ライオンズ活動の軸となる「奉仕」を固定的に捉えることは必ずしも得策ではない。 
 インパクトの高い奉仕の創造における、過去の経験に捉われないタイムリーな奉仕活動が大切 
                           
          環境の変化に応じて対応していける、太くて柔軟な軸を持つことが必要。 
 
                       家族会員・女性会員・支部会員・SPC・ＳＰＣ支部 
 

 Ａｎｓ・・・多様性のある会員増強による「奉仕の実現」 



<まとめ>…目指すはすべての世代による「Ｗｅ Serve」 
●ライオンズクラブの目的・・・「奉仕」 
    ライオンズの目的     実行     ・安定したクラブ運営      

       「奉仕」               ・奉仕の担い手の確保 
       ※「奉仕」・・・すべては十分な会員数があってこそ実現できる。 

●ライオンズクラブ・・・アクティビティを実行する国際的な社会奉仕団体 
    奉仕の実現のために          ・健全なクラブ運営 
                          （クラブ支部制度、家族会員制度利用） 
                           ・数合わせじゃない質の高い会員増強 
    

 
   


